
編集後記  

●今年はオリンピックの年である．アテネへ向けて，  

世界各国は最後の調整に余念がないところであろう．．  

「オリンピックは参加することに意義がある」と言っ  

たのはあのクーペルタン男爵であるが，とはいえ，参  

加する以上はベストの状態で最善を尽くしたい，そし  

て期待できる最高の結果を残したいというのが関係す  

る八達の共通の心理であろう．  

●最高の結果を残すには何が必要なのであろうか？  

試合時における，競技者の技術，経験，体力，知力，  

精神力はいうまでもないが，近年はそこへ至るまでの  

過程（トレーニング，食事，精神鍛錬等）や，気象等  

の予測とその対応法，臨機応変な作戦やチーム編成法  

までもが，キーポイントとなり，さらには，側面・後  

方で支援する人・もの・資金・情報までもが重要要素  

になってきている．まさに（考えうる最高の結果を出  

すという）一つの共通目標に向かっての全リソース  

（資源）を使った総力戦である．  

●今月号の特集は「企業の変革・成長を支えるERP」  

である．目標こそ違うものの，持てるリソースを最大  

限に活用し，考えうる最高の結果を目指すという点で  

は，企業でのERPもオリンピックと多くの共通点が  

あるようである．ただ，世間では，「企業における  

ERPプロジェクトの推進には障害が多く，結果を出  

すのがなかなか難しいのでは」という声を多く聞くよ  

うである．そこで今回は，そういった声を吹き飛ばし  

て，多大な成果をあげられている企業の方々から，経  
験に基づく生の声を文章にしていただいた．一つの目  

標に向かって如何に取－）組んでいくべきか，読者諸兄  

にも参考になる点も多いのではないかと密かに期待し  

ている次第である．  

●今年のオリンピックは野球，卓球など，従来にも増  

して楽しみな競技が多い．結果とともに，全資源を使  

った競技という視点でも注目していきたい．  

（中川義之）  
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